
一
般
質
問

議
員　

原
子
力
災
害
に
備
え
た
東
海
村
広

域
避
難
計
画
は
、
高
速
道
路
の
Ｉ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

Ｃ
を

利
用
し
た
移
動
計
画
に
な
っ
て
お
り
、
そ

こ
に
行
く
た
め
の
避
難
道
路
が
重
要
で
あ

る
。
村
内
に
は
国
道
６
号
と
国
道
２
４
５

号
の
間
に
原
電
線
、
動
燃
線
な
ど
縦
横
に

避
難
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

照
沼
の
国
道
２
４
５
号
か
ら
船
場
の
国
道

６
号
ま
で
の
照
沼
笠
松
線
は
、
計
画
さ
れ

て
か
ら
40
数
年
い
ま
だ
に
１
ｍ
も
進
ん
で

い
な
い
。
照
沼
・
川
根
・
須
和
間
・
船
場

地
区
の
住
民
の
避
難
道
路
と
な
る
予
定
の

道
路
が
未
着
工
で
あ
り
、
早
急
に
整
備
が

必
要
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

建
設
農
政
部
長　

照
沼
笠
松
線
は
避
難
道

路
だ
け
で
な
く
、
ひ
た
ち
な
か
地
区
開
発

の
進
展
に
伴
い
、
都
市
や
産
業
、
物
流
の

拠
点
を
結
ぶ
重
要
な
路
線
と
考
え
て
お

り
、
引
き
続
き
強
く
国
・
県
へ
整
備
を
要

議
員　

自
販
機
再
設
置
は
何
箇
所
、
再
設

置
率
は
何
％
で
、
再
設
置
の
理
由
は
？　

ま
た
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
と
い
う

前
村
政
の
目
標
は
後
退
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
ど
う
か
。

副
村
長　

11
箇
所
11
台
。
震
災
後
の
撤
去

は
32
台
だ
っ
た
の
で
、
再
設
置
率
は
34
・

４
％
。
今
回
の
再
設
置
は
基
幹
避 

難
所
の

機
能
強
化
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
の
熱
中
症

対
策
が
目
的
。
撤
去
は
不
便
さ
を
受
け
入

れ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
に
よ
る
と

説
明
し
て
き
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
お

い
て
は
そ
れ
よ
り
優
先
す
べ
き
も
の
が
あ

る
と
の
判
断
か
ら
、今
回
方
針
を
変
え
た
。

環
境
活
動
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
引
き
続

き
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
の
た
め
の
施

策
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

節
電
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換

を
目
標
に
自
販
機
の
撤
去
が
な
さ
れ
た
と

望
し
て
い
く
。

議
員　

国
道
２
４
５
号
は
東
側
が
海
で
迂

回
す
る
道
路
は
無
い
。
五
反
田
線
延
伸
の

整
備
が
必
要
と
な
る
が
見
解
を
伺
う
。

建
設
農
政
部
長　

細
浦
地
区
に
お
い
て
、

貴
重
な
自
然
環
境
の
保
全
が
重
要
と
捉

え
、
整
備
計
画
を
取
り
や
め
た
。

い
う
経
緯
が
あ
る
。
村
議
会
で
は
度
々
質

問
が
出
た
が
、「
政
策
と
し
て
推
進
す
る
」、

村
民
の
不
満
に
つ
い
て
は
「
丁
寧
に
啓
発

す
る
」
と
執
行
部
は
自
販
機
撤
去
を
維
持

し
て
き
た
。
私
は
こ
の
執
行
部
の
毅
然
と

し
た
姿
勢
に
共
感
を
抱
い
て
き
た
。
な
の

で
こ
の
転
換
に
は
違
和
感
が
あ
る
、
と
述

べ
て
お
く
。

新
政
会　

飛
田　

静
幸　

議
員

問　

避
難
道
路
と
な
る
照
沼
笠
松
線
の
早
期

整
備
を

答　

引
き
続
き
国
・
県
へ
要
望
し
て
い
く

無
会
派　

相
沢　

一
正　

議
員

問　

自
販
機
再
設
置
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
転

換
の
後
退

答　

基
幹
避
難
所
の
機
能
強
化
、
熱
中
症
対

策
の
た
め
だ
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